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ザ リ ガ ニ の 腸 管運 動 の中枢神経支配 に つ い て

村本敦子 （北海道大学理学部動物生 理 ）

Nervous 　control 　 of 　the　intestinal　lnoti 二孟ty　 of 　the

Cray丘sh

A τSUKo 　 Mura 皿 Dto

　95匹 の ザ リ ガ＝＝ （Procambarus 　 ctarki ）を使 用

し， そ の 腸管 の 動 きを観察 したと こ ろ ，
2 例 （95匹

中2 匹）を の ぞ い て 活発な蠕動運動が観察 さ れ た e

こ の 動 きが 非常 に規則的 で 等問隔を 保 ち律動的運動

を す る場合 （95 匹 中 48 匹 ） と不規則な場合 （95

匹 中 47 匹）とが 見 られ た 。本実験 で は ， 前者 の 律

動的運動をする場合 の み に 着眼 し ， こ の 運動起原 が

中枢支配 を 受 け て い るの か 或は腸管 自体 よ り生 じて

い る の か 明 らか に す る た め に ， 中枢 よ り腸 管 に 分 布

する神経の 切 断 ， 或は 腹部神経連合 の 切断 ， 或 は 腸

神経 の 電 気 刺激等を行 い ，律動的運動周期の 変異を

調 べ 検討 した 。 そ の 結果 ，   正常個体と腹部 の み の

個体 （胸部 と腹部間を切断 した ） とで ， 律動的運動

周期に 顕著 な 差 は み られ ず ， 後部個体 と した 場合，

た また まわずか 周期 の 短縮が み られ た 。   腹部神経

節間を 上 部 よ り尾 部 へ と順次切断 して 行き ， 遂に 第

6 腹部神経節を除去 した 場合 も  と 同様周 期 に 顕著

な 差異 は 認 め られ な か っ た 。   腸神経 を 繰 り返 し電

気刺激 （間隔 1　msec ，強 さ 2 〜3V ） して も律動的

運動の 周 期に は ， 大 きな影響はみ られ な か っ た 。 更

に 脳 と食道下神経節問の 神経連合 を 電気刺激 した 場

合 も， 同様に 周期は変化 しなか う た 。 以上 の 結果 よ

り， 解剖学的及び組織学的 に は ，第 6 腹部神経節 か

ら腸 へ の神経分布は，明らか で あ っ た が ，律動的運

動 の 周期 に 対 して ，
こ の神経は関与 して い な い と思

われ る 。神経節問切断実験及び正常個体 と腹部幗体

と の 比較よ り，中枢 はわずか に 関与 して い る として

も，運動 周 期の 間隔を長 くす る様 に 働 い て い る 。 メ

チ レ ン ブ ル ー生 体染色 で ， 胃 か ら腸 へ の 神経連絡 も，

又 ，腸 か ら胃へ の神経連絡 もな い こ と ， 即ち胃と 腸

の 闘で は神経連合が 存在 しな い こ と が 観 察 さ れ た

が ，電気生理学的 に も （即ち ， 上 部 中枢の 切断実験 ，

正 常個体と腹部個体 と の 比較に よ り） こ の 事実 が 正

し い こ とが証明 され た 。 即 ち律動的運動 は ， 中枢神

経支配を ほ とん ど 受けず ， 腸管自体 の 中 に そ の 起原

が あ る と推論 され た 。

ザ リガ ＝ に対するオイゲ ノ ール の 麻酔作用

尾関 正寛 （山梨大学教育学部生物学教室）

The　anesthetic 　effect 　of 　 eugenol 　 on 　the 　Crayflsh

MASA ｝王IKO 　OZEKI

　オ イ ゲ ノ ール を 200ppm 含 ん だ水 に ア メ リ カ ザ リ

ガ ニ を入 れるとしだ い に 動作 が 純 くな り約 9  分後

に は全 て の ザ リ ガ ：＝は動け な くな っ た。500ppm で

は 27 分後に ， 又 1
，
000　ppm で は 7分後 に 動け な

くな っ た 。 そ の後正常水に もどす と序 々 に 圓復 して

もと ど お りの 状態 と な った 。 次に神経線維及 び神経

筋接合部 に対す る作用機序を調べ た 。
ザ リ ガ 高 腹部

神経 束 を切 り出 し，一
方 を・刺激 し他方か ら活動電位

を外部誘導法 に よ り記録 し て そ の 伝導速度 に 対 す る

作用 を 見 た 。 伝導速度が 11．3m ！秒 か ら 24．1m ！秒

まで を 示す 5 本 の 神経線維 で 調 べ た所 ， 生 理 的 食 塩

中に 50　PPm オ イ ゲ ノ ール を含 ん だ 液 （50 ρ伽 液）

か ら速度の減少が わずか に 見 られはじth　100　PPm 液

で は 平均 21。4％速度 が減少 し 200PPm 液 で は 1 本

が伝導中断し他 の 4本 の 平均伝導速度 は 42．ユ％減少

し た 。 そ の 後生理的食塩水 に もど す と時間の経過 に

伴 い 順次回復 した 。 又 中央 巨大神経及 び 側神経 に 一

封 の 微小電極 を 挿 入 し一
方 か ら刺激を し ， 他 方 で 細

胞内電位を記録 して 興奮性 に 対す る オ イゲ ノ ール の

作 用を 調 べ た所100　PPm 　vaで は静止 電位 は 変化 しな

い が活動電位 の 大 き さ は 約 11．5％ 減少 しそ の 時問

経過 が 長 くな っ た 。
20e　PPm 液で は 静止 電位 が 3．5

mV 減少 した程度で 脱分極性刺激に 対 して は段階的

応答しか 示 さ な くな っ た 。そ の 後生 理 的食塩水 に も

ど す と両者とも 30 分後に はほ ぽ完全 に 回復 した 。

又 神 軽 の 入 力抵抗 は 100　ppm 液で 脱分極側 で は 半

分以下 に な り過分極側 で は 113 以下 に 低下 した 。

一

方歩脚筋線維 か ら細胞内電位を記録 し ， 支配神経 を

刺激し て 興奮性神経筋接合部電位 （E ．J．　P．〉及 び 抑

制性神経筋接合部電位 （LJ．P．） に対す る作用を調

べ た 所 50　PPm 液で は E．　J．　P．の 大さ きが 58％ 減

少し，le¢　PPm 液 で は E・」・P・は 起 こ らな か った 。

LJ．P，に も同様の 抑制作用が見 られ た。以上 の結果

か ら オ イ ゲ ノ ール の 麻 酔作用 は筋支配神経 の 分枝部

の よ うに 比 較的細 い 神経 の 興奮 を ま ず 最初に 抑制す

る 。 そ の 結 果 ザ リ ガ ； が 動け な くな る よ うに麻酔 さ

れ る と見なさ れ る 。
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